
富林技研報’’8８

スギカミキリの卵および若齢幼虫の

樹内分布に関する若干の知見
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Eggsandyouglarvaeofthesugibarkborer,Ｓｾ"zα"Ojz4s”o"たz鱈LACORDAIRE,innatural

conditonswereobservedbycarefullystrippingthebarkfromsugitrees,Ｃ”わ”e血”0"”Ｄ・

DoNasthinaspossiblewithacutterknife・Theeggsandyounglarvaeamongtreeswerechanged

violentlyinnumbers・Ｍｏｓｔｏｆｂｏｔｈindividualsonsugitreesweredistributedinthelowerpartof

thestemsurfaceThedistributionpattemsoftheeggsandyounglarvaeonthestemsurfacewere

discussedinrelationtotheovipositionalbehaviouroftheinsect．

カッターナイフを用いて樹皮を丁寧にできるだけ薄く剥がして行けば，スギカミキリの卵および若

齢幼虫を容易に見つけることができた。木あたりの卵および若齢幼虫の固体数は木によって著しく異な

り，樹内では根元に近ければ近いほど多くなる傾向が認められた。また，樹内の樹幹表面の卵および若

齢幼虫の分布解析から両者の分布パターンは産卵行動を反映していることが示唆された。

Ｉ．はじめに

スギカミキリは産卵のために樹皮を加工する習'性

を持たないために，自然条件下の産下卵を見つける

ことは非常に困難であるとされてきた')。しかしな

がら，カッターナイフのような鋭利な刃物を用いて

外樹皮を丁寧に，しかもできるだけ薄く剥して行け

ば，産下卵を観察することが可能であると考え，若

齢幼虫を含め若干の調査を行い，いくつかの知見を

得たので報告する。

＊林業試験場

２．材料および方法

砺波市頼城地内の１６年生のスギ林内において1984

年５月１７日と６月１１日にそれぞれ３本のスギを伐採

し，樹幹を根元から1.5ｍ間隔に玉切りした。これ

らの丸太は根元から先端まですべて林試に持ち帰

り，低温室（５℃）に保存した。そして，調査のた

びごとに低温室から持ち出してカッターナイフで樹

皮をできるだけ薄く剥して行った。カッターナイフ

の刃はある程度使用していると薄く剥すのが困難に

なってくるので，できるだけ早く新しいものに替え

た。また，樹脂が付着すると樹皮を薄く剥すことが
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卵および若齢幼虫の垂直分布
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ljt木あたりのスギカミキリの卵および若齢幼虫

の個体数

表-2
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できなくなるので.樹脂が付着すれば〈ずに新しい

ものに替えた。このような方法によって調査を行っ

ていき，卵ないしは若齢幼虫が発見されれば方眼紙

にその位置を10分の lの縮尺で記録した。

なお，供試したスギの樹高および胸高直径はまと

めて表ー 1に示した。また，この報告では若齢幼虫

とは内樹皮内にいてまだ辺材部にまでは達していな

い幼虫のことである。

に示す。調査本数は少ないものの，スギによりそれ

ぞれの個体数は著しく異なっていた。 5月の調査に

おけるスギカミキリは大部分が卵であったが， 6月

3.結果

1本のスギの樹幹表面全体にわたって発見された

スギカミキリの卵およひ渚齢幼虫の総個体数を表-2
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直線(ｍ＝0.75＋1.107,,1･＝0.998)であＩ)，よくま

とまった卵の集剛が集中分布する傾向を示した。こ

の傾向はｐ示数の変化からもうかがえる。もう１つ

の場合もよくまとまった卵の集1,11の存在が示された

が，この場合はよくまとまった卵の集団が蕊本単位

となって，さらに大きなルーズな渠卜11を形成する傾

向がみられた｡そして.この大きな卵の集団自体は集
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の調査ではすべて幼虫であった。しかもその幼虫は

すべて内樹皮にいて，辺材部にまで達した幼虫はま

ったく観察されなかった。

つぎに個体数が多かった供試水について卯と:制伶

幼虫の垂直分布をそれぞれ２本ずつ図一｜に，比岐

しやすいように相対値で示した。４本ともＩ‘1じょう

な傾向がみられ、根元に近くなればなるほど卵およ

び若齢幼虫の個体数は多くなる傾向がみられたま

た，大多数の卵および若齢幼虫は樹商の約５割程度

の高さまでに存在していた。

つぎに，より詳細な樹幹表面における卵および若

齢幼虫の分布’様式をIWAO2)によって提案された枠

サイズの変化にともなう平均値と平均こみあい度の

関係から解析した(図－２)。解析に際しては，地際

から幹まわりが40ｃｍぐらいの商さまでの樹幹炎間

について行った。卵については２例解析した。その

1つは、平均値および平均こみあい度の関係はほぼ
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図－３樹皮をカッターナイフでできるだけ薄く剥して
いった場合に観察された唯下卵
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枠サイズの変化にともなう平均値と．､F均こみあい

い度の関係(下の図)とｐ－示数の変化(上の図）
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点線はランダム分布を'JXす．u,ｍ,Ih,ｐはそれぞれ枠サイズの大きさ.平均他
平均こみあい度．ｐ,虎数である｡u＝ｌは5ｃｍ×5ｃｍの大きさの枠サイズである
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中分布する傾向を示した。

若齢幼虫については１例だけであるが，400cm2ぐ

らいの範囲のルーズな集団がみられ，集団内は個々

の若齢幼虫が配列的な傾向を持って分布していた

(図－２)。

枠サイズの変化にともなう平均値と平均こみあい

度との関係からスギカミキリはまとめて卵を産下す

る傾向が認められたが，それは図－３のような状態

で産下されている。このように卵の集団は容易に区

別できるので，１箇所あたりの産卵数としてNu2と

NQ3の供試木について集計した(図－４)。その卵粒

数は大多数の場合１ないしは２粒であった。最高は

７粒まで観察されたが，３粒以上となるとその頻度

は少なかった。
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図－４１箇所あたりの産卵数の頻度分布

４．考察

スギカミキリの単木あたりの脱出孔およびふ化幼

虫の食入の分布はきわめて強い集中分布をすること

が知られている3》・今回の調査により産下卵および

若齢幼虫は単木によってその個体数が著しく異なっ

ていることが示唆された。したがって，スギカミキ

リふ化幼虫の食入，若齢幼虫および脱出孔が強い集

中分布を示す主要な原因は産下卵に由来していると

考えられる。また，樹内のスギカミキリの卵の垂直

分布についても集中的な傾向を示し，樹幹の根元に

近ければ近いほどその個体数が多くなるという特徴

は踊室数の垂直分布でも認められており‘)，この場

合も産下卵が主要な原因であると考えられる。

スギカミキリは１箇所にまとめて産卵する傾向が

あるとされてきたが！)，今回の調査により，自然条

件下では通常は１粒ないしは２粒であることが明ら

かにされた。この結果は，実験的な調査5)やふ化幼

虫の孔道数からの推定')とよく一致する。この１箇

所あたりの産卵数は実際には図－２に示すように７

粒という例もあるから，潜在的には産卵可能な外樹

皮の間隙が十分広ければかなりの数の卵を産下する

ことが可能であることを示唆している。しかしなが

ら，実際には産卵可能な外樹皮の間隙の空間は卵１

個分ないしは２個分くらいのものが多いものと推測

される。そして，引き続き行われる産卵はその直前

の産卵場所の比較的近くに産卵可能な間隙を捜して

行われるものと考えられる。このような産卵行動が

より大きな卵の集団を形成する原因になっているも

のと思われる。若齢幼虫がルーズな集団を形成して

いたのは,産卵行動の結果を反映したものと思われる。




